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本研究の目的は、アーノルト・シェーンベルク Arnold Schönberg (1874-1951 年)の未完のオペラ《モーゼとアロン 






























第 4 章では作品全体の主題分析を行った。主題の性格はそれを担う人物ごとに異なるが、その相違は次の 2 点に起因す
る。第 1 点は使用される 12 音音列の種類と位置である。分析の結果、12 音音列は 3 つの系統に分かれて、モーゼ、ア




























どの「エリア area / Region」(D. Lewin 1968, Schmidt 1998/2009 による分析概念で、ピッチの共通性に基づいて基本音





















とついては、審査会でも強い疑義が提出された。 さらに、 第 2～4 章の各章で指摘されるエリアの表示機能同士の関係が
わかりづらく、最終的に提示されるエリアの表示対象の分類も、複雑な作品の実態に比して図式的に過ぎて説明不十分との
印象を拭えない。このほか、オペラという雑多なものを含み持つジャンルの歴史的背景やオペラ特有の音楽形態の持つ特性
についての視点が乏しい点、「想像不可能な神」に関しユダヤ教とシェーンベルク自身の理解との関係や、「思想」と「様式」
の「対立関係」についての概念的検討が不十分である点、分析に用いられるタームの定義にさらなる明瞭さが必要な点、 
などの指摘がなされた。 
こうした大小様々な問題点は指摘されるものの、多くの問題を卒むシェーンベルクのこの末完の大作の理解に対し一定の
新たな寄与を成し遂げた点で、本論文は博士の学位を授与するに値するものと、学位審査委員会において一致した判断に至
った。 
